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本
会
顧
問
矢
野
仁
一
博
士
野

饗
灘

　
本
会
顧
問
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
矢
野
仁
一
博
士
は
昭
和
四
十
五
年
一
月

二
日
午
後
九
時
、
倉
敷
市
に
お
い
て
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
七
歳
で
あ
っ

た
。　

博
士
は
明
治
五
年
五
月
十
三
日
、
山
形
県
米
沢
市
に
生
ま
れ
、
第
一
高
等

中
学
校
か
ら
東
京
大
学
（
当
時
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
）
史
学
科
、
同
大

学
院
に
お
い
て
学
ば
れ
、
早
稲
田
大
学
な
ど
で
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ

た
の
ち
、
明
治
三
十
八
年
に
東
京
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
清
国
か

ら
北
京
進
士
館
教
習
と
し
て
招
聴
せ
ら
れ
た
。
大
正
元
年
、
帰
国
し
て
草
創

間
も
な
い
京
都
大
学
（
当
時
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
）
助
教
授
に
任
ぜ
ら

れ
、
同
九
年
に
教
授
と
な
っ
て
東
洋
史
学
第
三
講
座
を
担
任
、
昭
和
七
年
に

退
官
さ
れ
る
ま
で
、
研
究
に
専
念
さ
れ
る
と
と
も
に
熱
心
に
後
進
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
た
。
同
年
、
名
誉
教
授
の
称
を
う
け
ら
れ
た
。

　
博
士
は
は
や
く
か
ら
東
洋
近
世
史
研
究
に
志
ざ
さ
れ
、
　
「
露
清
関
係
殊
に

ネ
ル
チ
ソ
ス
ク
条
約
に
つ
い
て
」
の
卒
業
論
文
を
書
か
れ
て
よ
り
以
来
、
と

り
わ
け
外
交
史
方
面
の
研
究
を
開
拓
さ
れ
た
。
博
士
は
、
中
国
文
献
の
み
な

ら
ず
ひ
ろ
く
欧
米
文
献
を
も
利
用
さ
れ
て
外
交
史
研
究
に
鋭
い
視
角
で
と
り

く
ま
れ
た
。
し
か
も
単
に
文
献
だ
け
で
な
く
、
激
動
す
る
中
国
を
自
ら
見
聞

さ
れ
た
経
験
や
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
な
ど
に
留
学

視
察
さ
れ
た
経
験
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
各
論
考
は
、
今
日
ま
で
不
朽
の

業
績
と
し
て
人
々
に
多
大
の
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
い
る
。
各
種
の
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
た
博
士
の
著
述
は
数
多
く
、
そ
の
全
て
を
も
れ
な
く
知
る
こ
と
は

今
と
な
っ
て
は
か
な
り
困
難
な
ほ
ど
で
あ
り
、
か
く
も
旺
盛
に
し
て
意
欲
的

な
研
究
活
動
の
中
か
ら
、
　
「
近
代
支
那
史
」
　
「
支
那
近
代
外
国
関
係
研
究
」

「
近
世
支
那
外
交
史
」
「
ア
ヘ
ン
戦
争
と
香
港
」
　
「
ア
ロ
ー
戦
争
と
円
明
園
」

「
長
崎
市
史
」
　
（
通
交
貿
易
編
）
等
々
の
名
著
が
発
表
さ
れ
た
。
退
官
後
は

倉
敷
の
寓
居
に
お
い
て
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
学
問
へ
の
情
熱

と
篇
目
は
齢
を
か
さ
ね
て
衰
え
ず
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
九
十
四
歳
に
し
て
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単
行
本
と
し
て
最
後
の
著
作
と
な
っ
た
「
中
国
人
民
革
命
史
論
」
を
発
表
さ

れ
、
晩
年
ま
で
著
述
を
や
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
博
士
は
ま
た
よ
く
歌
を
詠
む
風
雅
の
～
面
を
そ
な
え
た
方
で
、
自
家
版
の

歌
集
も
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
葬
儀
は
一
月
四
日
、
倉
敷
市
の
次
男
吏
主
正
幸
方
に
お
い
て
し
め
や
か
に

い
と
な
ま
れ
、
こ
の
日
博
士
か
ら
学
恩
を
受
け
た
多
く
の
人
々
が
参
集
し
て

博
士
の
死
を
惜
し
ん
だ
。
本
会
と
し
て
も
、
斯
学
の
隆
盛
と
本
会
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
博
土
の
偉
大
な
生
涯
を
偲
び
、
こ
こ
に
会
員
諸
氏
と
と
も
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
博
士
の
御
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
植
松
正
記
〕
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